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展

ごあいさつ

四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親 しむ」から「書道を楽 しむ」、さらに「書道を活かす」へ と

発展させ、書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です.

書道文化学科の学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求 していく中で書道文化を理解 し、

また書の作品制作を通して自己を表現することを学ぶと共に、新たなことを創造する発想力を身につけて

いきます.学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範囲が広 く、卒業後には様々な職業の中でそれ

を活かして活躍 しています。

私たち教員も、教育と研究の責務を果たすべ く日々取 り組んでいますcこ の展覧会は、学科の専任 と非

常勤の教員が書法研究発表の場として年一回開催 し、今年で37回 目を迎えました.時期をずらして 2会場

で開催 します。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜 りますようお願い申し上げます。

(出 品者一同)

但

31日

主催 四国大学 学際融合研究所 言語文化研究部門



出 品 目 録

〒771-1192
四国大学

学際融合研究所

TEL
FAX

徳島市応神町古川

太 田  岡」(仙鳩)1教授|

「鳳舞」(「李山喬詩」の語)

ナスカの地上絵「鯨」

「ようかんという名の猫」(Kohlinの詩l

高村光太郎の言葉 tl「書|[つ いて』,

F茶 の本』より
`岡

倉人心)

辻  尚 子 (紅雲)1教授|

工建詩

「百泉響」

『梁塵秘抄』より(後 白河法阜|

杜牧詩

森  上  ,羊  光 (洋光)(教授}

「敬恭」

臨「大克鼎銘」

田ノ岡 大 雄 (講師〉

「鷺」(斎藤茂吉の歌)

「鳥獣魚介」(斎藤茂吉の歌)

「雨蛙」(斎藤茂吉の歌)

「鳩」(斎藤茂吉の歌)

渡 邊 周 ― (星肪)榊1lil

l論衡』語二種

「長厚1青 |1参 僕匠之涯」|:趙朴』|・ 『ブ|:伝 ]|

「篤淵跛魚 義道」(『孟了‐』F礼記」1

趾琢刻り IH嘔 1古難」l llF南 子』.『三日志」|

F論語』語二種

黒 田 賢 ― (客員教授〉

「初秋の景」(松尾芭蕉の句)

上  田    普 (非 常勤講師)

「AR天の海」(柿本人麻呂の歌)

鹿  倉  1士  史  (碩斎)(非常輪 鰤 〉

「晦蔵」

黒  1木  知  之  (非 常勤講師)

「芝仙延年図」

小  竹  IE 高 (非常勤講師〉

「紫陽花」(木村弓子の句 )

松  本寸 茂  樹 (非常鶉獅 ,

「啓功先生の書法」より(自 作)
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言語文化研究部門
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書
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四
国
大
学
　
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
阿
波
と
淡
路
に
関
係
の
深

い
書
人

の
作
品
を
中
心
に
収
集
し
て
い
ま
す
Ｌ
こ
の
時
代

の
地
方

の
苦
道
を
担

っ

た
学
者

。
僧
侶

・
国
学
者
は
、
既
に
名
前
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多

い
の
で
す
が
、
書

の
技
術
は
高
く
個
性
的
で
、
近
世
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近
代

の
日
本
書
道
史
を
考
え
る
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の
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に
な
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す
ｃ
ま
た
、
そ
の
流
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現
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そ
の
地
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の
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な
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し
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ら
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．
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、
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代
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に
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代
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れ
る
危
険
が
あ
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ｉ
翻
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は
ま
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、
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に
、
書
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履
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共
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の

一
部
を
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小
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、
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の
皆
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や
学
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達
に
も
鑑
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を
し
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い
た
だ
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と
で
、
書
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を
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憶
に
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に
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継
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、
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、
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な
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え
た
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双
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有
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に
な
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ま
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僧

は
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百
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を
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を
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、
琴
を
弾
じ
た
。
特
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に
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で
、
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～
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四

（
一
八
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〇
～
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一
）
四
十
二
歳

徳
島
の
人
ｃ
幼
名
は
卯
吉
、
名
は
維
卯
、
字
は
緑
野
、
通
称
は
新
蔵

・
六
郎
、
別
号
は
繭
山

・
東
野

・
帰
僕

・
紅
賓

。
秋
孫
な
ど
。
太
物
商
、
阿
賀
屋
清
左
衛
門
の
子
．
四
歳
で
父

に
死
別
、
人
歳
で
丁
稚
奉
公
に
出
る
が
読
書
好
き
で
、
医
師
河
野
弘
に
見
出
さ
れ
門
弟
に
な

っ
た
が
、
数
年
後
、
新
居
水
竹
に
入
門
し
儒
学
を
学
ん
だ
。
十
六
歳
で
上
京
し
大
沼
枕
山

の
下
僕
と
な
り
四
年
間
学
ぶ
が
、
帰
郷
途
中
、
大
阪
で
藤
井
藍
田
を
知
り
援
助
を
受
け
広
瀬
旭
荘
に
入
門
し
塾
頭
に
な

っ
た
。
同
時
に
緒
方
洪
庵
に
も
洋
学
を
学
ん
だ
．
安
政
四
年

（
一
人
五
七
）
に
は
豊
後
日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
学
び
、
広
瀬
青
郁

。
平
野
五
岳

・
長
三
洲
と
も
交
流
し
、
咸
宣
園
塾
頭
と
な

つ
た
。
文
久

一年

（
一
人
六
三
）
、
帰
郷
し
塾
を
開
い
て
教
授
し

た
。
藩
に
も
起
用
さ
れ
儒
学
と
洋
学
を
教
え
た
。
詩
書
画
に
優
れ
、
ま
た
酒
を
愛
し
た
。
し
か
し
明
治

一年
の
庚
午
事
変
に
よ
り
三
年
間
の
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
、
病
没
し
た
「
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天
保
五
～
明
治
四
十
三

（
一
八
三
四
～

一
九

一
〇
）
七
十
七
歳

徳
島
の
人
．
初
名
は
五
郎
、
の
ち
租
郁
、
屋
号
は
杉
同
。
藩
の
中
老
西
尾
志
摩
安
福
の
家
臣
明
真
の
子
。
十
二
歳
で
寺
島
学
問
所
で
儒
学
を
、
父
に
和
歌

。
物
語
を
、
池
辺
真
榛
と
本

居
内
遠
に
国
学
を
学
ん
だ
．
二
十
四
歳
で
江
戸
の
紀
伊
藩
古
学
館
で
国
文

・
和
歌
を
学
び
、
村
田
春
野

・
小
中
村
清
矩

・
久
米
幹
文
ら
と
親
交
し
た
ｃ
文
久
三
年

（
一
人
六
〓
）
、
尊
阜
攘

夷
を
主
張
し
た
た
め
に
西
尾
家
に
幽
閉
後
、
城
下
を
追
わ
れ
鳴
門
の
北
泊
で
塾
を
開
い
た
。
維
新
後
に
は
徳
島
の
役
人
を
経
て
新
政
府
に
人
り
、
教
部
省
社
寺
係

・
内
務
省
社
寺
係

・
参

謀
本
部

・
文
部
省

・
帝
国
博
物
館
歴
史
美
術
部

・
宮
内
省
御
歌
所

・
東
京
美
術
学
校
教
授

・
東
大
文
科
大
学
講
師

。
国
語
伝
習
所
長

・
帝
室
博
物
館
評
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
ｃ
大
師
流

の
能
書
家
で
、
有
職
故
実
に
通
じ
、
奈
良
の
正
倉
院

・
法
隆
寺
の
研
究
に
詳
し
か
っ
た
。
全
国
を
歩
き
筆
写
し
た
古
記

・
古
文
書
集
は
貴
重
な
文
献
で
あ
る
．

ヽ
十


